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1 ねらい
2011年 3 月11日，マグニチュード 9の地震とそれにと

もなう津波が，東日本の太平洋岸一帯を襲った。それら

によって引き起こされた原子力発電所の事故もあり，東

日本の広範囲にわたって，大きな被害が出ている。

震災直後，電話はつながりにくくても，インターネッ

トは比較的頑健であった。怪しげな内容のチェーンメー

ルやツイートが飛び交い，騙されたおとなも多かったが，

情報教育をしっかり受けてきた若い人たちは正しい判断

をすることができたように思う。

この時点で，情報教育がどのように役立ったか，ある

いはどのような課題が見えてきたかを，まとめておくこ

とは重要である。

私自身，考察というほどのことがまだできていない。

本稿はとりあえずのメモ書きのようなものである。コメ

ントをいただければ幸いである。

2 情報インフラ
大災害があると電話(回線交換)は通信規制がかけられ，

つながりにくくなる。被災地への電話は自粛するように

よびかけても，親戚・知人の安否をすぐに確認したい気

持ちはなかなか押さえられない。結果的に，すぐに救助

を必要とする人が電話を使えなくなる。このあたりの兼

ね合い(トレードオフ)を考えさせるのも情報モラルか。

ただし，PHSや050番号の IP 電話は影響が少なかったよ

うである。

電話が使えなくてもインターネットは比較的頑健であ

り，メールやツイッターなどが活躍した。ただし，携帯

電話のメールはキャリアによっては輻
ふく

輳
そう

(混雑)したり，

「センター問い合わせ」でメールを取り寄せる必要があっ

たりした(このことをツイッターで教えてもらうまでメ

ールが届かないと勘違いしていた)。

3 デマの伝播
チェーンメール＊1については情報教育で必ず扱われて

いるはずのものであり，子どもたちは，おとなと比べ，

正しい対応をとれたと思う。

話を具体的にするために，一つだけ例を紹介する。こ

れは関西地方で震災の翌日ごろから出回ったものである。

■お願い■

関西電力で働いている友達からのお願いなのですが，本

日18時以降関東の電気の備蓄が底をつくらしく，中部電

力や関西電力からも送電を行うらしいです。

一人が少しの節電をするだけで，関東の方の携帯が充電

を出来て情報を得たり，病院にいる方が医療機器を使え

るようになり救われます！

こんなことくらいしか関西に住む僕たちには，祈る以外

の行動として出来ないです！

このメールをできるだけ多くの方に送信をお願い致しま

す！

｢できるだけ多くの方に…」という記述がチェーンメー

ルの特徴である。また，「◯◯で働いている友達から」の

ように，出典(情報源)が不明確である。このようなチェ

ーンメールは｢転送しない｣ことが情報リテラシーの鉄則

である。もし気になったならば，関西電力のWebサイ

トを見ればよい。こんなお願いが載っていないことはす

ぐわかる。新聞でも報道されたように，関西(60Hz)か

ら関東(50Hz)に送ることができる電力は 100万kWに

限られ，それは足りている状態であった。科学リテラシ

ー的には，電気が簡単には｢備蓄｣できないことも見抜い

てほしい。

一方で，上のメールについて学生の一人は次のような

指摘をした。
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大震災で見えてきた情報教育の課題
〜情報伝達のあるべき姿とは？

かもしれない
三重大学教育学部 教授 奥村 晴彦

3 月11日に起きた東日本大震災では，政府，報道機関，被災者，支援者などからさまざまな情報が発信され，人々の役に

立つことにもなれば，大きな混乱を招くもとともなった。情報社会の発展は，災害時にどのような影響をもたらしたのだ

ろうか。災害発生初期の状況から，情報教育の課題についてまとめていただいた。

※この原稿は2011年 5 月10日現在の情報をもとに書かれています。

＊ 1 英語では chain letterという。chain mailでは別の意味になる。

＊ 2 被災地を助けるための節電運動。アニメ｢新世紀エヴァンゲリオン｣に登場した作戦名にちなむ。ツイッターでよびかけられた。



関西電力や中部電力が送電する電力には関係なくても，

国民一人一人が節電をするという意識をもつことで一体

感ができ，より大きな復興力になると思います。

確かに節電はよいことであり，このメールに従って行

動しても実害はない。それどころか，学生がいうように，

日本全体で被災地を支えているという意識をもつことが

できる。西日本だけ｢ヤシマ作戦｣＊2に参加できないのは

不公平だ。情報リテラシー云々と理屈をいっていては友

人を失う。

従来，チェーンメールを回していけない理由は，指数

関数的に増えて通信を輻輳させることだとされていた。

実際には，指数関数的に増えるわけではなく，ある時点

で飽和する。輻輳については，震災直後の携帯インフラ

では問題であったが，一般には，いわゆるスパムメール

に比べれば，たいした量ではない。本当に回線を逼
ひっ

迫
ぱく

さ

せるのは動画やファイル交換ソフトだ。

メールの転送をもっとスマートにしたのがツイッター

の(公式)リツイートという機能だ。これは，メッセージ

の複製でなく，ポインタのようなものであり，何人がリ

ツイートしても重複表示されないし，最初のメッセージ

が削除されればリツイートされたものも消える。ツイッ

ターでは，気に入ったツイートをリツイートして拡散さ

せるのが，ならわしとなっている(図 1 )。

誰かがリツイートしたこと

を示すアイコンが出る。

図 1 ツイッターのリツイート

公式リツイートのほかに，「RT」という記号をつけて他人のツイー

トを引用する，非公式リツイートとよばれる形式もよく見られる。

しかし，非公式リツイートはチェーンメールの温床になりやすい

などの理由から，推奨されていない。

▼公式リツイート

▼非公式リツイート

しかし，今回の大震災では，このリツイートがデマの

拡散に使われた。デマのなかには，放射能対策にうがい

薬を飲むとよいといった健康被害を起こしかねないもの

もある。巧みにつくられたデマを見破るのは難しく，大

勢の人が騙された。

3 月13日の時点で総務省は｢チェーンメールを受け取

った際は，転送は止めてください！｣[1]というよびかけ

をしている。 4 月 6 日には｢東日本大震災に係るインタ

ーネット上の流言飛語への適切な対応に関する電気通信

事業者関係団体に対する要請｣[2]を掲載している。これ

は要請(お願い)にすぎないが，実際には今回の震災関連

のデマを削除するために警察が動いたという報道もあり，

言論の自由とのトレードオフも考えていかなければなら

ない。

4 ツイッター
デマはメールからツイッターに移行し，「拡散希望」な

どと書かれてリツイートされた。例えば「日本医師会が

50km以内には立ち入らないようにと勧告した」「国境

なき医師団の方々でさえも一時引き上げた」「東京でも

放射能の影響で鼻血が出る人が続出している｣といった

原発事故への恐怖感を煽る悪質なデマも多かった。特に

有名なデマ80件がまとめられたWebサイト[3]もある。

一方で，ツイッターは有益な情報の媒体ともなった。

今回の震災では，東大の早野龍五先生(ツイッターのア

カウント：@hayano)，東大病院放射線治療チーム

(@team_nakagawa)のように，積極的に正しい情報を流

す役割を引き受けた方がたくさんおられた。ツイッター

が役に立つかデマの温床となるかは，正しい人をフォロ

ーするかどうかにかかっている。

5 情報システム
学校のWebサイトは，被災地では大学も含めて止ま

ったところが多かった。東京でも計画停電で止まるとこ

ろがあった。例外はサーバをデータセンターに出してい

るところである(いわゆるクラウド)。詳しくは新井[4]参

照。セキュリティの三要素のうち機密性だけを重視して，

完全性・可用性が犠牲になってしまったのではないだろ

うか。

同じことが役所の戸籍や住基ネットのデータなどにつ

いてもいえる。ここでは詳細は略すが，外部にコピーが

あったものは消失を免れた。

被災地以外でも，非常時のアクセス増加に耐えられな

いシステムが多く見られた。たとえば，三重県では災害

情報を集約して発信する「防災みえ.jp｣[5] というWeb

サイトがある。地震直後にアクセスしたが，案の定，潰

れていた。災害対策サイトが災害時に潰れるのでは話に

ならない。

文部科学省のWebサイトは，アクセス増加に対応す

るため，Yahoo!，さくらインターネット，WIDE，Goo，

Microsoftにミラー(キャッシュページ)をおいた。また，

県ごとの放射線推移グラフなどは，Windows Azureの
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クラウドにおいた。

非常時の情報システムについては，いろいろ考察がで

きそうであるが，特に伝言システムについて少し書いて

おく。

電話がつながりにくかった 3 月11日の時点で，種々の

非常用伝言システムの利用がよびかけられた。NHKの

アナウンサーは，「災害用ブロードバンド伝言板

(web171)」https://www.web171.jp/top.phpを広報し

ようとして，「エイチティーティーピーエスコロンスラッ

シュスラッシュ」から始まって「ティーオーピードット

ピーエイチピー」まで読んでいた。このサイトについて

は，次のような課題があると考えられる。

・httpからhttpsにリダイレクトされていないので，

www.web171.jpだけ打ちこんでもアクセスできない。

・https://www.web171.jp/からはリダイレクトされて

いるが，https://web171.jp/ではアクセスできない。

・top.phpは技術的には簡単に隠すことができるのに

URLに含めてしまったため，NHKのアナウンサーは

「ティーオーピードットピーエイチピー」まで読まさ

れることになった。ツイッターでは次のような揶
や

揄
ゆ

の

声が流れていた：

−NHKから「〜/top.php」って読み上げてる声が聞

こえてきて，読む方も入力する方も必死なのに 8 文

字余計に入力させる人の頭悪さの絶望感が漂ってて

すごい。

−NHKでやってた。安否確認ブロードバンドサービ

スの URLの末尾が top.phpでアナウンサーがテ

ィーオーピードットピーエイチピーとか必死に伝え

ている。バカな業者に委託して作るからそうなるん

だよ。

−こんなときに言うことじゃないかも知れないけど

/top.phpはいらないんだ。なんでサイトトップに

こんな無駄なファイル名を見せる？緊急時テレビ画

面で見て携帯で打ち込む人も多いだろうに。何度も

/top.php 付きで NHKに出ている。

・緊急にかかわらず長ったらしい利用規約を読んで同意

しなければならない。

・推奨OSはWindows 2000とWindows XP，ブラウザ

は IE 5.5と IE 6.0という驚くことが書かれている。

一方で，よくできたものは Googleの｢パーソンファイ

ンダー｣[6]である(図 2 )。｢パーソンファインダー｣は，

地震の 2 時間後に開始され， 3 月16日には NHKの情報

とも統合され，その後さらに朝日新聞社・警察庁・福島

県・岩手県などの情報も取りこみ，さらに避難所の名簿

の写真を収集して有志で入力するプロジェクトもおこな

われ，今回の震災ではもっとも広範な IAA(安否確認)情

報となった。

ちなみに，災害用ページに限らず，やたらと長い URL

が横行している。必要もないのに最後に index.htmlを

つけた URLも多い。通常のウェブページからリンクを

張る場合は長くても問題ないが，１ツイート140文字に

限られるツイッターでは短縮URLにしないとおさまら

ない。しかし，短縮URLではクリックする前に飛び先

がわからない。経産省が 4 月 5 日に出した「国，地方公

共団体等公共機関における民間ソーシャルメディアを活

用した情報発信について｣[7] という指針でも「URL短縮

サービスは，原則使用しないようにしてください」とな

っている。米国では国が https://go.usa.gov/という

.gov 専用 URL短縮サービスをおこなっている。日本も

.go.jpや .lg.jp 専用の URL短縮サービスを提供する

ことが望まれる。

さらに，PDFや画像を直接リンクするのではなく，そ

のファイルが掲載されているページをリンクするように

したい。その方が，文書のメタ情報が把握でき，改訂が

あった場合に新しい版を見つけやすい。

6 非常時の文書・データの形式
福島第一・第二原子力発電所のリアルタイムモニタは，

3 月11日14時40分で止まった。しかし，その後の事故で

3 月12日15時29分に敷地内モニタリングポストが 1015

mSv/hを観測するなど，放射線モニタの必要性はます

ます高まっている。発電所の状況は原子力安全・保安院

の記者会見などで明らかにされたが，正確なデータは，

時間を経てから，東京電力，首相官邸，経済産業省(原子

力安全・保安院)，文部科学省，福島県などのWebサイ

トで公表された。これらはきれいに罫線を引かれた

PDFで，いったん紙に印刷したものをスキャンした
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図 2 パーソンファインダー

https://www.web171.jp/top.php


PDFや，セキュリティ保護をかけた PDFも存在した。

3 月13日から，私は東京電力の PDFの Excel/CSV 化

を始めた[8]。 3 月17日からは，文科省の都道府県別デー

タの Excel/CSV 化も始めた[8]。これらのデータを利用

して，わかりやすい図示をおこなってくれるサイトがい

くつかあらわれた。ほかにもデータを一元化・機械可読

化するサイト，それを使ってデータを可視化するサイト

が多数あらわれた(これら物理屋の活躍についてはここ

では扱わないが，まとめサイト[9]を参照されたい)。

しかし，苦労して PDF をCSVに変換するのは無駄で

ある。特に画像 PDFは OCRを利用しても間違いが入

りやすい。 3 月20日，私はブログで「データは自動処理

可能な形で提供してほしい」と訴えた[10]。財団法人地方

自治情報センター(LASDEC)も 3 月18日付の「国民へ発

信する重要情報のファイル形式について｣[11]で PDFを

避けるようよびかけているが，LASDECのあげる理由

は「容量が大きく，サーバー・回線リソースを圧迫｣で，

情報の再利用については特に書かれていない。

東電は 3 月23日には，電力の使用状況データを CSV

で提供し始めた(同じファイル名で毎日上書きされてし

まうという問題があるが)。総務省も 3 月30日に「東北

地方太平洋沖地震等に係る情報提供のデータ形式につい

て｣[12] という連絡で機械可読データの公開をよびかけ，

ついに東電の放射線データが CSV化されたのは４月12

日である。

7 おわりに
今回取り上げたこと以外にも，次のような問題がある。

●リスクコミュニケーションの問題

専門家は被曝線量とリスクに 1 Svあたり 5 ％といっ

た比例関係があることを伝えようとするが，一般人は

何mSvまで安全という具体的な限界値を知りたがる。

●非常時の会議の開き方の問題

原子力安全委員会が委員40人を携帯電話のメールで招

集したがほとんどの委員に連絡がつかず，連絡がつい

ても交通機関が止まっていてほとんど参集できないと

いった事態に ITでどう対応できるか。

●放射線データなどはどういう図・グラフであらわせば

わかりやすいかといった情報デザインの問題

情報がらみで話題とすべきことは山ほどあり，私自身

まだ整理ができていない。被災地の方，被災地でボラ

ンティア活動をされた方にとっては，また別の見方が

あるであろう。情報処理学会の夏の情報教育シンポジ

ウム(SSS2011，http://ce.eplang.jp/?SSS2011)でも

議論したいと考えている。ご参加いただければ幸いで

ある。
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情 報 Ｂ 実 践 報 告

■ 1 ねらい
多くの高等学校では，普通教科｢情報｣を 1 年次に履

修させているが，本校では， 1 年次に基本的な科目を

より多く履修させた方が良いという理由で， 3 年次に

履修させている。そのため，学習内容が卒業後の生徒

たちの生活を意識したものになるように，と常々考え

ている。

本校における｢情報Ｂ｣の年間の学習内容は，下の表

のようになっている。はじめの 1ヶ月は，PC 教室と

パソコンに慣れさせるために，｢ワード｣｢エクセル｣の

使い方の指導をおこなっている。なかでも｢エクセル｣

は，生徒たちにとって使う場面が想定できず，はじめ

のうちは難しく感じるようである。その後，「情報と

は何か｣では，情報を数量的に扱うための考え方を学び，

2 学期の｢知的財産｣では，特許など若干教科書の内容

をこえたことも指導している。なお，特許については，

独立行政法人工業所有権情報・研修館が発行している

参考資料がたいへん役立っている。

｢コンピュータウイルス」では，ウイルスのはたらき

やその動き，対策ソフトの導入などとともに，OSの

更新の重要性を取り扱っている。特に，脆弱性のある

パソコンが本当に危険であることを理解させるため，

脆弱性のあるパソコンを用意し，ネットワークを通し

てソフトウェアを実行するところを見せている。

7 月

ディジタル化

情報とは何か
6 月

情報とは何か

エクセル
5 月

ワード

PC 教室の使い方
4 月

内容月

1 月

パワーポイント12月

プログラミング

不正請求など
11月

コンピュータウイルス

知的財産
10月

個人情報

インターネットのしくみ
9 月

ディジタル化

ソフトのインストール
◀情報Bの授業

年間計画

この実践報告は，以上のようなことを学習してきた

「情報Ｂ」の履修者に対して，単元「プログラミング（コ

ンピュータによる情報の処理手順）」の指導をおこなっ

たものである。

当初，使用するプログラミング言語としては，MIT

が開発した「Scratch｣＊1を検討していたが，“日本語”

が使えることで生徒の敷居が低くなるだろうという考

えから，教育用プログラミング言語「ドリトル｣＊2を

使うことにした。なお，プログラムは，書籍『ドリト

ルで学ぶプログラミング』＊3で提供されているものを

元に，改変をおこなったものを使用している。

この授業では，PC 教室内だけで使えるチャットシ

ステムの作成を目標としている。簡単なプログラムを

書く(入力する)ことにより，プログラミングに触れる

機会をもつことが，主たるねらいである。

本校での「情報Ｂ」において，これが多くの時間を

使って行える最後の授業内容であるため，これまで学

習してきた以下の内容を含んだものにしたいと考えた。

①コンピュータネットワークの簡単な理解(IPアドレ

ス，クライアント・サーバ型，P2Pなど)。

②チャットなどでの発言内容に関わる情報モラルの

指導。

③情報系に進学する生徒にオブジェクト指向プログ

ラムの体験。

④コンピュータのソフトウェアが社会の中でどのよ

うに使われているか。

⑤開発はどのようにおこなわれているか。

⑥プログラムのミスでどのような影響があるか。(文

法上のバグと動作上のバグ)

■教育用プログラミング言語「ドリトル」について

プログラミング言語「ドリトル」は，大阪電気通信

大学の兼宗進教授が開発された言語である。詳細は資

料の URLに譲るが，今回の実践においては，その特

徴である以下の 4 点が有効であった。
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｢コンピュータによる情報の処理手
順｣の指導〜チャットシステム作成

科目：情報Ｂ（必修 2単位）

内容：プログラミング

クラス： 2クラス 各40名 3 年生

時間： 8 時間

時期：11月
京都府立綾部高等学校 田中 文浩 先生



①Javaの環境が用意されていれば動作する。

②オブジェクト指向言語である。

③ 1台のパソコン上に複数のドリトルが起動でき，相

互に通信できる。

④他のパソコンとの間で通信ができる。

特に①は重要で，Javaの環境が用意されていれば，

PC 教室のパソコンにインストールしてある復元用の

ソフトウェアを操作することなく使える。場合によっ

ては，ドリトルのウェブサイトの「オンライン版ドリ

トル」でおこなうこともできるはずである(ただし，こ

ちらは試していない)。

チャットシステムを作成するとき，まず，自分のパ

ソコン上で送信部分と受信部分とを別々に作成し，そ

れぞれ送信，受信ができることを確認する。そして，

それを元に，送受信ができるものを作り上げる。この

とき，③の機能が役立つ。

■配当時間など

本単元の配当時間は 8 時間である。

まとめ8

チャットシステムを作成する4 〜 7

音楽を演奏させることでドリトルに慣れる1 〜 3

内容時間

いきなりチャットシステムを作成しても何をやって

いるのか理解できない生徒もいるので，パソコンに音

楽演奏をさせ，「ドリトル」のプログラムの形に慣れさ

せる。その後，チャットシステムを作成していく。

■ 2 準備
①PC教室のパソコンに，Java 仮想マシン(JVM)をイ

ンストールする。

②各パソコンの IPアドレスを確認する。

③｢ドリトル」をダウンロードし，解凍後，モジュール

が動作するか確認する。

④パソコン間で通信をおこなうので，ドリトルが通信

に使用するポートを開けるために，ウイルス対策ソ

フトウェアの設定変更などをおこなう。どうしても

うまく通信できない場合は，教育支援用ソフトウェ

アがそのポートを使っている場合があるので，ポー

ト番号を変えてみる。

⑤MIDIで音が正しく出るか確認する。

⑥ドリトルのモジュールとピンポンゲーム(ダウンロ

ードした中にサンプルとして含まれている)のソー

スを生徒の個人用フォルダにコピーしておく。

■ 3 実践内容
●1時間目〜 3時間目

1時間目

動作することの確認と導入として，ピンポンゲーム

をおこなう。このゲームは単純であるが，生徒は非常

に喜ぶ。興味をもたせるのにはよい。

動作の確認ができたら，音楽を演奏させるプログラ

ムを入力する。正しく入力したはずでも，音が出ない

生徒が出てくるので，その場合は再び入力させる。

僕の楽譜＝メロディ！作る。

僕の楽譜！『どどそそららそーふぁふぁみみれれど

ー』追加。

僕の楽譜！『そそふぁふぁみみれーそそふぁふぁみ

みれー』追加。

僕の楽譜！『どどそそららそーふぁふぁみみれれど

ー』追加。

僕の楽器＝楽器！『ピアノ』作る。

僕の楽器！（僕の楽譜）設定。

僕の楽器！演奏。

▲ 1時間目に作成する音楽のソース

2 時間目

オブジェクト，予約語，制御文などの，プログラム

に関係する内容について説明する。さらに進めていく

と，エラーでも「音がしないもの」「間違っていると教

えてくれるもの」の 2 種類あり，特に「音がしないも

の」は修正が難しいことがわかってくる(教えている

私にもわからないものもある)。

3 時間目

プログラムは繰り返しと条件文を用いたものにして，

同じ動作は制御文を使う方が間違いが少なくなること

を説明する。

▲ 3時間目に作成する音楽のソース

Ａメロ＝メロディ！作る『どどそそららそーふぁふ

ぁみみれれどー』追加。

Ｂメロ＝メロディ！作る『そそふぁふぁみみれーそ

そふぁふぁみみれー』追加。

僕の楽譜＝メロディ！作る。

｢ Ａメロ回数 

僕の楽譜！（Ａメロ）追加。

｢Ａメロ回数＝＝１」！なら

｢｢僕の楽譜！(Ｂメロ)追加。｣！１ 繰り返す。」

実行。

」！２ 繰り返す。

僕の楽器＝楽器！『ピアノ』作る (僕の楽譜 )設定

演奏。
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プログラム自体は前回と同じものを使い，動作する

ことがわかっているものの修正を順次おこないながら

作成していくので，入力にはあまり時間がかからない。

● 4時間目

ネットワークの形態である，クライアント・サーバ

型とピア・ツー・ピア型の説明をし，チャットシステ

ムではクライアント・サーバ型の方が適していること

を理解させる。

IPアドレスは 9 月に実施した「インターネットのし

くみ」の授業で既知の内容であるが，今回使用するの

は172で始まるプライベートアドレスなので，その内

容を加えて確認させる。コマンドプロンプトを用いて，

自分が使っているパソコンの IPアドレスの確認をお

こなう。

｢受信用のドリトル」と「送信用のドリトル」の 2つ

のドリトルを起動し，受信用には Serverのチェック

を付けるようにする。このとき，ファイアウォールの

設定が出てくるので，許可する。

サーバー！ ”172.16.202.71”接続。

ラベル！（サーバー！”msg”読む）作る。

▲受信用ソース(IPアドレスは自分のパソコンのもの)

▲送信用ソース(IPアドレスは自分のパソコンのもの)

名前＝”○○○”。←自分の名前を書かせる

サーバー！ ”172.16.202.71” 接続。

送信フィールド＝フィールド！作る。

フィールド：動作＝「

サーバー！”msg” （名前！”：”（送信フィール

ド！読む）連結）書く。

送信フィールド！クリア。

」。

まずはこの時点で，自分のパソコン上で送信や受信

がおこなえることを確認する。

つぎに隣の人と IPアドレスを教え合い，送信用 IP

アドレスに設定して実行すると，隣の人にメッセージ

を送ることができることを確認する。一昨年は，これ

はもっと後の段階でおこなっていたが，早い段階で他

人にメッセージを送ることができることを体験させる

と，生徒の取組みに対する意欲がとても向上すること

がわかった。

● 5時間目〜 6時間目

4 時間目のものでは，チャットシステムとしては不

都合な部分が多い。特に受信においては，実行ボタン

を押したときのものしか受信できない。そこで，受信

用のプログラムは，さまざまな改変をおこなっていく。

サーバー！”172.16.202.71” 接続。

受信表示＝リスト！作る 200 400 大きさ 0

200 位置。

直前メッセージ＝””。

タイマー！作る 1秒 間隔 60 回数「

受信メッセージ＝サーバー！”msg” 読む。

「受信メッセージ！＝直前メッセージ」！

なら「受信表示！（受信メッセージ）書く」実行。

直前メッセージ＝受信メッセージ。

」実行。

▲受信用ソースに自動受信機能を追加する

● 7時間目〜 8時間目

送信部分と受信部分とを組み合わせる。教師用パソ

コンの IPアドレスを，サーバとして使用する。

▲完成したチャットプログラムのソース

(IPアドレスは教師用パソコンのもの)

サーバー！”172.16.202.50” 接続。

サーバー！”msg” “” 書く。

名前＝”なみ”。

メッセージ＝フィールド！作る 200 45 大き

さ −250 200 位置。

フィールド：動作＝「

サーバー！” msg” （名前！”：“ （メッセー

ジ！読む）連結）書く。

メッセージ！クリア。

」。

受信表示＝リスト！作る 300 400 大きさ 0

200 位置。

直前メッセージ＝””。

タイマー！作る 1秒 間隔 600 回数「

受信メッセージ＝サーバー！”msg” 読む。

「受信メッセージ！＝直前メッセージ」！なら

「受信表示！（受信メッセージ）書く」実行。

直前メッセージ＝受信メッセージ。

」実行。

早くできた生徒の間ではチャットが始まり，授業が

うるさくなりはじめる。中にはどうしてもうまく通信

できない生徒も出てくるので，そのために，途中段階

も含めたソースを前もって用意しておく方がよい。

なお，チャットの最中に問題のある発言をする生徒

が出てくる場合があるが，これをうまく取り上げれば

情報モラルの指導に使える。昨年度は気になる発言を

する生徒も見られたため，生徒には前の単元で，ネッ

トワーク上を流れる情報はすべて見ることができるこ
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とを説明した。そして，実際にパケットキャプチャ用

ソフトウェア＊4を入れたパソコンをインターネットへ

の接続経路上に置き，了解を取ったうえで，１人の生

徒にブラウザを利用させ，どのような内容が流れてい

るかを画面上で見せた。その結果，本時においては問

題のある発言をする生徒はいなかった。

チャットを始めて 5 分〜10分で落ち着いてくるので，

その後は，社会でプログラムがどのように役立ってい

るか，あるいは，作っている現場がどのようになって

いるかをビデオ教材を用いて学習させた。

■ 4 結果と評価，反応
この授業の実施時期は大学の推薦入試の時期と重な

るため，欠席する生徒が出てくる。そこで，前半を「音

楽演奏」，後半を「チャットシステム」というように内

容を分けておこなった。それでも，前半に欠席した生

徒は十分な理解ができていなかったように感じられる。

前半の音楽演奏をさせるプログラミングについては，

早くできた生徒は「ピアノ」を「オルガン」などの他

の楽器に変えてみたらどうなるかを試したり，他の曲

を入れてみたりといろいろ変えて試している。チャッ

トシステムのプログラミングでは，音楽演奏のときの

ように自分で変更できる部分はないが，隣の人と通信

できることがわかると，取り組み方が異なってくる。

これまで， 3 年間「ドリトル」でプログラミングの指

導をおこなってきたが，生徒の授業への取り組み方と

しては，他の単元の実習に比べて高いと感じられた。

チャットシステムについては，生徒のネットワーク

システム，特にサーバの意味の理解が難しい。チャッ

トシステムを作る前に，「インターネットのしくみ」の

単元で，クライアント・サーバ型，ピア・ツー・ピア

型の説明はする。しかし，普段は自分のパソコンがサ

ーバになっているわけではないので，自分のパソコン

の中で情報のやりとりをしていることの理解が難しい。

そういう意味では，隣のパソコンに対して送受信する

ことが，理解を助けるようだ。

評価は，「プログラミングを体験する」という目的に

沿って，以下のようにおこなった。

まず，実習については自分が書いたソースを保存し

て提出する。その後の「社会でどのように役立ってい

るか」という点については，こちらで用意したプリン

トへの回答の内容によって評価した。

この授業に対する生徒の感想は，「 1 文字でも間違

えると正しく動かないので難しい」「いろいろな音が

出るのでおもしろい」等であった。「エラーと教えて

くれないエラーの修正が，難しい」という感想をもっ

た生徒は，携帯電話でたまにおこなわれるソフトウェ

アの更新は仕方のないことだとわかったようである。

一方で，プログラムが社会で役立っている事例とし

て，一昨年に関東地方で起きた，鉄道の自動改札機の

トラブルに関するビデオを使用したが，そこにはプロ

グラマの労働環境の悪さを示唆する内容も含まれてい

た。そのせいか，生徒の感想からは「プログラムを作

る仕事はしたくない」という否定的な意見も出てしま

った。この点は失敗であった。

■ 5 参考資料
＊ 1 ｢Scratch｣ http://scratch.mit.edu/

＊ 2 ｢ドリトル｣ http://dolittle.eplang.jp/

＊ 3 『ドリトルで学ぶプログラミング』

兼宗進・久野靖，イーテキスト研究

＊ 4 ｢Wireshark｣ http://www.wireshark.org/

≪注意≫現在の｢ドリトル｣では，サーバに送信元 IP

アドレスの記録は取れない。
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情 報 Ｂ 実 践 報 告

■ 1 ねらい
高校入学を機に，ケータイなどの情報端末を使い始

める生徒が多い。そのケータイも多機能化が進み，最

近ではスマートフォンのような，小型のコンピュータ

といえる機種も増えてきている。

情報端末が多機能で便利になっていく一方，それら

を使用する者のモラル意識は重要な問題となる。特に，

これからの情報社会を担っていく若年層のモラル意識

が低いことは，憂慮すべきことである。たとえば，生

徒の中には，インターネット上でのコミュニティが公

共の空間であると認識していない者が少なくない。

本校では，生徒指導の一環という位置づけで，初め

てケータイを手にする者が多い 1 年生の 1 学期を使い，

第一学習社の『ケーススタディ情報モラル』を利用して，

集中的に情報モラル教育をおこなっている。

具体的な内容としては，SNSの利用におけるトラブ

ルの防止や，トラブルに巻きこまれた際の対処につい

て，表に示した 5 項目を軸に授業をおこない，「SNS

を利用しない｣ように指導するのではなく，便利なも

のを有効に活用するためのルールを理解させるように

している。

■ 2 準備
・第一学習社 『ケーススタディ情報モラル』

・本校授業プリント

・情報端末(PC，ケータイ）

・ネットワークを利用した事件などの記事

■ 3 実践内容
4 月中は，生徒たちが SNSにおいてよく利用する

「プロフ」や「ブログ」の機能に特化した情報モラルに

関する問題を扱う(次頁「 1 学期の授業計画」参照)。

そのなかで，ネット上の情報は個人的なものではなく，

公的なものであることを強調して教えている。

生徒がこれらの機能を利用する理由については，「友

人関係の維持」，「同じ趣味をもった仲間探し｣などが

あげられている。

授業ではまず，これらのサイトのメリット・デメリ

ットについて考えさせ，発表させた。

メリットについては，「自分の知らない情報がわか

る」「同じ趣味・思考をもった人たちとの交流が可能」

「著作物の発表の場として利用できる」など，情報通信

ネットワークを主体的に活用した意見が多かった。

一方，デメリットについては，「有害な情報がある」「情

報に嘘が含まれる可能性がある｣など，他者から受け

る被害に関する意見が多く，生徒たちが情報に対して

受動的になっている一面もうかがえた。

そこで，SNSの｢プロフ｣や｢ブログ｣の機能において，

不特定多数の人が見ることから生じる問題について

『ケーススタディ情報モラル』を用いて考えさせること

にした。
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SNS を快適に利用するた
めの情報モラル

科目：情報Ａ・情報Ｂ（必修 2単位）

内容：情報モラル

クラス：普通科全クラス 各40名 1 年生

時間： 8 時間

時期： 1 学期
愛知産業大学三河高等学校 小菅 三朗 先生

第 5章 事例15 写真の著作権

事例16 音楽の著作権

事例17 映像の著作権

事例18 引用

※実習作品制作前に参考程度で使用

⑤著作権

第 3章 事例10 チェーンメール

第 4章 事例13 スパムメール

※スパムメールなどの紹介の際，参考程度で使用

④メール対処法

第 3章 事例08 なりすまし③情報通信のし

くみ

第 1章 事例02 掲示板

第 2章 事例05 個人情報の扱い

事例06 プライバシーの侵害

事例07 肖像権／

パブリシティ権

②個人情報の扱

い方

第 0章 事例A ブログ炎上

事例B 学校裏サイト

事例C プロフ

第 4章 事例12 誹謗・中傷

①情報伝達によ

るデメリット

の理解

『ケーススタディ情報モラル』関連項目項目

▲情報モラル教育の 5つの軸



1 . 情報伝達によるメリットとデメリット

【学習のポイント】

・不適切な内容の書きこみによる問題

・必要最低限公開してもよいと思われる個人情報

・公開が適切であると思われる画像

『ケーススタディ情報モラル』の事例から，情報発信

が不適切である場合の問題点を見つけさせる。

2 . 掲示板における書きこみ

【学習のポイント】

・SNSでの発言は私的な範囲にとどまらない

・ブログ炎上の理由

・炎上に対する対処策

個人名，団体名，誹謗・中傷，反論などが書きこま

れることがあるが，インターネット上に書きこむ内容

は，誰が見ても不快に思わないものでなければならな

いことを理解させる。ここでは特に，SNSが公の場で

あり，ブログやチャット，つぶやき機能などで発言す

るときには，その情報が適切であるかをよく考えなけ

ればならないことを理解させる。

生徒が SNSを個人的なものであると錯覚してしま

う理由の 1つは，特にチャットやつぶやきなどの機能

で，リアルタイムに発言ができることである。これは

友人と会話をしている状態と同じで，不特定多数の人

が見ていることを忘れてしまい，不適切な発言をして

しまっているケースが多く感じられる。

ブログのコメントにおいても同様で，自分の意見に

対する反論や，ブログの記事内容に対する反論がブロ

グ炎上の原因になることを理解させる。例として，ク
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掲示板における書きこ

み

1

・インターネットの普及により情報伝達が便利になった一方で起こりうるさまざまな問題を，

プロフやブログ，コミュニティなどの機能をもつ SNSに焦点を当て考察する。

・不特定多数の人が閲覧することにより起こる問題

ⅰ）不適切な内容の書きこみによる問題

ⅱ）必要最低限公開してもよいと思われる個人情報

ⅲ）公開が適切であると思われる画像

情報通信によるメリッ

トとデメリット
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詳細主要テーマ時数月

履修学年 1学年普通科 履修単位 2単位 1学期 座学時間数 8時間

学期目標【情報化社会における便利さと，そこに起こる諸問題について学び，快適で有効に情報端末を扱えるよう情報モラルを

育成する。】

・著作権について

・著作権に関する権利

・著作権の侵害実例

・知的所有権の分類

2

・個人情報とは何か。（画像も含め，情報を結合することにより個人を特定する情報）

・なぜ，個人情報を流してはいけないのかを学び，個人情報の流出の危険と保護の大切さを

学ぶ。

・個人情報とは

・個人情報の流出と保

護

25

・IPアドレスや携帯端末情報の必要性

・携帯端末情報で送られている情報

情報通信のしくみ1

・プロフやブログにおける個人情報の配慮

生徒のプロフやブログから問題点を考察する。

ⅰ）団体名や個人名など実名表記されている場合の問題

ⅱ）写真に対する配慮はされているか

ⅲ）むやみに友人の情報を流していないか

ⅳ）掲載情報への配慮（ブログの掲載内容や批判，誹謗・中傷など）

個人情報への配慮1

・掲示板の書きこみについて

ⅰ）SNSでの発言は公的発言である

ⅱ）ブログ炎上の理由(誹謗・中傷，反論など）

ⅲ）炎上に対する対処策

▲ 1学期の授業計画

・個人の創造物を守るための法律は，なぜ必要であるか。

・著作権に付随するさまざまな権利を学ぶ。（著作権の中身）

・普段，何気なくしている行為の中に著作権侵害につながるものがないかを考察させ，著作

物の大切さを学ぶ。

・著作権のみでなく，発明や考察などによる創作においては，特許権や実用新案権などの知

的所有権が存在することを学ぶ。



ラスで「文化祭の出し物」を決める話し合いを思い浮

かべさせる。するとさまざまなアイデアが飛び交い，

またそのアイデアに対する反論など議論が繰り広げら

れる。まさに，それと同じことが SNS 上で繰り広げ

られるのである。この例を通して，自分の SNS 上で

の発言への配慮が必要なことと，さまざまな思考をも

った人たちがいることを意識させる。

また，自分のブログが炎上してしまった場合の対処

方法についても考えさせる。ほとんどの生徒の回答は

「削除する」であった。この場合も，身近な例を取り上

げると生徒は理解しやすい。たとえば，話し合いが過

熱し，お互いが納得しないまま相手がその場から立ち

去ってしまったり，この話は｢なし｣とされた場合，自

分たちの気持ちはどうかと質問すると｢気持ちが落ち

着かない｣という回答が多く得られた。お互いが納得

のいく解決策を考えさせるため，話し合いが加熱する

原因を生徒たちに考えさせた。

ブログが炎上する大きな原因は，「意見が受け入れ

てもらえない」ことである。そのため，お互いの意見

を尊重し，反論はせず，もし不適切な発言をしてしま

ったものでも削除せずに謝罪文を入れること，また，

意見を尊重するためには，コメントやブログそのもの

を安易に削除しないことが大切であると理解させる。

3 . 個人情報への配慮

【学習のポイント】

・団体や個人名などが実名表記されている場合の問題

・写真に対する配慮

・友人の情報の扱い

・掲載情報への配慮

本人の情報はもちろん，友人などの情報をむやみに

ネット上に出してはいけないことを理解させる。ここ

では，了承を得て，実際に生徒数人のプロフを見て確

認してもらう。これが，生徒たちにとっては一番良い

教材になる。

【生徒のプロフに見られる問題点の例】

・学校名が実名で書かれている。

・学年（クラス・出席番号）が明記されている。

・友人と撮影したプリクラの画像が掲載されている。

・｢リアル」(ツイッターと同様の機能)に不適切な発

言がある。

ブログと同様に，｢不特定多数の人が見ている公の

場｣であることを強調する。そして，上記のプロフに

見られる問題点の各情報を繋ぎ合わせることにより起

こりうることを生徒たちに考えさせ，意見を求める。

【問題点に対する意見の例】

・プロフを書きこんだ本人の特定が可能。

・友人の情報(通っている学校，学年など)が推測可能。

・｢リアル」の発言により，生活環境(学校でのようす

や友人環境など)の推測が可能。

ここでは，本人を紹介しているツールが他人の情報

を教えてしまっていることや，また，知らず知らずの

うちに個人や団体に不利益な情報を流してしまってい

ることに気づかせる。

さまざまな情報の組み合わせにより，意図しない情

報が発生することを理解させる。それを防ぐために，

団体名などはイニシャルを用いたり，画像を使うとき

は個人が特定されないように加工したり，人が写って

いるものを使わないようにしたりすることを教える。

4 . 情報通信のしくみ

【学習のポイント】

・IPアドレスと携帯端末情報の必要性の理解

・携帯端末情報で送られている情報

インターネットには匿名性があるために，誰が書き

こみをおこなったか，誰が閲覧したかはわからないと

勘違いしてとらえている生徒が少なくない。そこで，

情報通信のしくみを簡単に説明しておく。

日常生活の中で双方向の情報伝達をおこなう際(た

とえば郵便，電話など)は，宛先を確認したうえで情報

交換を行っていることを説明する。インターネットに

おけるその情報が IPアドレスであり，携帯端末情報

であることを理解させる。そのうえで，メールヘッダ

(実際にケータイのメールヘッダを見てもらう)の経路

情報から，各自の情報端末にも IPアドレスが割り振

られていることを確認させ，決して匿名ではないこと

を理解させる。

■ 4 結果と反応
1 学期の情報モラルの授業において，生徒の反応は

よく，モラル指導を始める以前と以後とでは，SNSで

のトラブルは少なくなっている。

また，『ケーススタディ情報モラル』に記載されてい

る事例が生徒に身近であり，対処法なども書かれてい

るため，様々なところで役立っているようすである。

生徒からは，「情報モラルの授業は教科の学習として

ではなく，日常生活で役に立つもの」という喜ばしい

感想をもらっている。
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情 報 Ｃ 実 践 報 告

■ 1 ねらい
本校は総合学科で， 1 年次に｢情報C ｣を 2 単位履修

する。 1 年間の主な授業スケジュールは，下の表のと

おりである。このうち，ネットワークに関しては，メ

ール，掲示板，チャット，SNSなどネットワークの活

用を 1 学期に，ネットワークのしくみやセキュリティ

を 2 学期に扱うようにしている。

ネットワークのしくみ

ウェブによる情報発信

情報モラル等

データ分析

3 学期

音のディジタル化／画像のディジタル化

2 学期

メディアと表現

ネットワークを利用したコミュニケーション

アナログとディジタル

1 学期

内容時期

ネットワークセキュリティ

▲情報Cの年間授業スケジュール

現在，本校の生徒の96％は携帯電話を所有しており，

95％の生徒がコンピュータを自宅に所有している(平

成22年度の入学時のアンケートより)。このことから，

入学時にはすでに，多くの生徒がネットワークシステ

ムを利用していることがうかがえる。

ネットワークシステムを正しく利用するためには，

そのしくみを理解することが非常に重要になってくる。

「情報C」でもネットワークシステムのしくみやセキュ

リティが重要な項目となるが，この分野は生徒にとっ

てイメージしにくい単元でもあり，授業を実施する立

場として苦労することも多い。

本校では｢ネットワークのしくみ｣の単元は 4 時間か

けておこない，それぞれの時間は次の表に示した内容

になっている。この報告は最初の 1 時間目に実施した，

通信方式とプロトコルについてのものである。この授

業では，パケットゲームなどの体験を通して，ネット

ワークシステムのしくみを理解し，問題点やセキュリ

ティ上の課題を考えることを目標とした。

■ 2 準備
⑴ パケット通信ゲーム

本校のコンピュータ教室のレイアウトは下図のよう

になっており，座っている生徒たちをコンピュータと

みなして，パケット通信をおこなう。生徒同士はネッ

トワークでつながっているものとするが，何箇所かは

つながっていない場所も設ける。

生徒たちは，紙のパケットを次々と転送していくこ

とで，データをやり取りしていくことになる。
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パケット通信ゲーム
〜ネットワークのしくみを学ぶ

科目：情報Ｃ（必修 2単位）

内容：ネットワークのしくみ

クラス： 6クラス 各40名 1 年生

時間： 4 時間中の 1 時間

時期： 2 学期(11月)
兵庫県立須磨友が丘高等学校 小川 敬介 先生

IPアドレスは本当に足りないのか？

ネット家電について調べよう
演習

IPアドレス

ドメイン名

インターネット

接続

LAN，WAN，クライアント，サーバ

ネットワークの機器

ネットワークの分類

ネットワーク機器

回線交換，パケット交換方式

プロトコル，TCP/IP

信頼性のある通信方式

通信技術とプロ

トコル

主な項目テーマ

▲｢ネットワークのしくみ」の授業内容

▲本校のコンピュータ教室のレイアウト



今回は，図中の 1 ,17,20,40番の 4 名の生徒がメッ

セージを送信する役を担当した。

⑵ パケット

パケットは送りたいメッセージを 1 文字ずつ分割し

たものとし， 1パケット 1 文字として転送していくこ

ととする。メッセージは 8 〜12文字とする。

▲ひらがなで 8〜12文字程度のメッセージを送る

お

○○さんに送る

▲パケットカードの例

⑶ パケットカード

パケットは，右のような

カードとする。パケットに

は送りたいメッセージの 1

文字分と，送りたい相手の

名前を記載する。それ以外

の情報を記入することがで

きる欄も用意しておくが，

最初はその部分には何も書

かない。

なお，カードは48枚(12枚× 4 名)用意しておく。

⑷ ワークシート

本校の｢情報C ｣の授業では，実習と座学を明確に分

けずに，全授業をコンピュータ教室でおこない，座学

のときもコンピュータ上でワークシートに入力する形

式をとっている。もちろん，生徒たちは空欄をうめる

だけでなく，必要に応じてメモをとってよい。

1 年を通してワークシートをコンピュータ上で記入

するので，最初は入力するだけで精一杯の生徒も， 1

年後には配色やレイアウトなどを工夫して作成できる

ようになっている。

なお，このワークシートは授業後に回収し，次の授

業までに印刷して，各生徒に返却している。

■ 3 実践内容
⑴ 回線交換方式とパケット交換方式(導入)

回線交換方式とパケット交換方式について説明し，

それぞれの特徴を簡単に説明する。

携帯電話では，通話には回線交換方式，メールなど

のデータ通信にはパケット交換方式が利用されている

ことを説明し，携帯電話のキャリアのウェブサイトを

利用しながらパケット交換方式を身近に感じさせる。

▲回線交換方式の説明

▲パケット交換方式の説明

⑵ ルール説明

パケット交換方式の理解を深めるために，パケット

通信ゲームをおこなう。はじめにルール説明をおこな

う。ルールは以下のとおりである。

≪ルール 1 ≫

前掲のネットワーク(コンピュータ教室のレイア

ウト)図において，ネットワークが確立された前

後左右にしか送れない(斜めはダメ)。

≪ルール 2 ≫

同じ経路に連続してパケットを送ってはダメ。

≪ルール 3 ≫

パケットの宛先に該当する人は，到達したパケッ

トを並べてメッセージを組み立てる。

≪ルール 4 ≫

みんなは，何のメッセージが送られているかは知

る必要はない(パケットをただ転送するだけでよ

い)。

▲パケット通信ゲームのルール

≪ルール 2 ≫はネットワーク上の異なった経路をパ

ケットが通過するために設定したものである。このル

ールによって，教室中にパケットが分散される。

⑶ パケット通信ゲーム

パケット通信ゲームは制限時間を 2 分に設定し，実

施した。教室の四隅の生徒( 1，17，20，40の生徒)が

メッセージを送ることとするが，誰に送らせるかはあ

らかじめこちらで決めておく。
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ゲーム中は，パケットを受け取った生徒は宛先を確

認してすばやく転送するように指示をする。

⑷ ゲームの振り返り

パケットが正しく届けられたか，届いたパケットは

メッセージとして読むことができたかを確認する。

また，終了時にパケットをまだ持っている人がどれ

だけいるかを確認する。そのうえで，なぜうまくデー

タを届けることができなかったのか，宛先以外にパケ

ットにはどのような情報を記入しておくべきかを考え

させるなど，次のような問いかけをおこなう。

●なぜパケットを届けることができなかったのか。

●パケットがさまざまな経路で転送されていたことが

わかったか。

●どのような情報があればうまくパケットをメッセー

ジとして組み立てられるか。

●どのようなしくみがあれば，確実に届けることがで

きるか。

●パケットを転送するとき，書かれていた文字を見た

人はいないか。

時間があれば，ここであがった意見

をもとにパケットに情報を追加して，

もう一度通信パケット通信ゲームをや

り直すとよい。

⑸ TCP/IPの理解

宛先アドレスを利用してパケットを

転送していくしくみがインターネット

プロトコル(IP)であるが，このパケッ

ト通信ゲームを通して，宛先だけ書か

れたパケットでは転送中にパケットが

途中で止まったり，届けられたパケッ

トをうまく組み立てられなかったりす

ることに気づかせる。

実際のインターネットでは，このプ

ロトコルだけでなく，正確にデータを

届けるために TCPが利用されている。

ゲームの振り返りで考えさせた，「確

実にパケットを相手に届けるためにパ

ケットに付加すべき情報」が，TCPに

必要となる情報であることを説明し，

ネットワークシステムでは，IPに

TCPを組み合わせた TCP/IPによっ

て正確なデータ通信が実現されている

ことを理解させる。

⑹ ネットワークセキュリティ

パケット通信ゲームの途中で，自分

に送られてきたパケットではないにも

かかわらず，パケットに書かれた内容

を見たという生徒が多くいた。

実際のネットワークでも，このよう
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▲ワークシートの例

▲ゲーム後に問題点を

あげさせる

｢これを見よう」をクリッ

クすると，パケットがバラ

バラに転送される様子を表

現した flash アニメーショ

ンにリンクしている。



にパケットの内容を盗み見ることは可能であり，情報

を保護するためには暗号化などの技術が必要であるこ

とを説明した。なお，暗号化については，後日学習し

た。

■ 4 結果と反応
●授業のようす

パケット通信ゲームでは，つぎつぎと自分に送られ

てくるパケットを処理するのに苦労しながらも，正確

にパケットを届けられるように努力していた。

生徒たちはパケット通信ゲームに積極的に取り組み，

また，正確にパケットを届けるためにはどうすればよ

いかなど，自ら考えることで理解を深めることができ

たようである。

●授業評価

ワークシートに記載された授業評価をまとめると，

以下のとおりである。評価は生徒によって，各項目 4

〜 1の 4 段階で評価されている。それぞれの項目の平

均値は以下のとおりである。

項目 評価( 4 〜 1 の 4 段階)

理解できましたか 3.55

興味を持てましたか 3.56

積極的に参加しましたか 3.58

座学をおこなうと単調になりがちな内容であるが，

みんな積極的に授業に参加し，また，興味を持っても

らうという目的も達成できたのではないだろうか。

「パケット通信ゲームをすることで，しくみをよく理

解できた」という感想をもらうことができた。

パケット通信のしくみを理解することで，セキュリ

ティ上の問題なども理解することができ，他の単元へ

の意識付けもおこなうことができた。
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